
 

 

 

 

 

宿泊活動について 

本校では， 以下の考え方に基づいて宿泊活動を行っています。 

校外の豊かな自然や文化に触れる体験を通して，学校における学習活動を充実発展させる。また，校外

における集団活動を通して，教師と児童，児童相互の人間的な触れ合いを深め，楽しい思い出をつくる。

さらに，集団生活を通して，基本的な生活習慣や公衆道徳などについての体験を積み，集団生活の在り 

方について考え，実践し，互いを思いやり，共に協力し合ったりするなどのよりよい人間関係を形成しよ

うとする態度を養う。 【特別活動 解説（遠足・集団宿泊行事）より】 

 

 

①自然や文化などに親しむ 

②よりよい人間関係を築くなどの集団生活の在り方や公衆道徳などについての体験を積む 

③目的地において探究的な活動を行う 

宿泊活動は，よりよい人間関係を築くための貴重な機会となります。友達と協力して活動を進める場面

が多いことも宿泊活動の特徴です。班での話し合い，役割分担，自然体験や課題解決に取り組む中で，困

っている仲間を支えたり，意見の違いを調整したりすることが求められます。こうした協働の場を通し

て，相手の考えや気持ちを尊重しながら関わる力や，集団の一員としてよりよい人間関係を築こうとす

る意識を育むことをねらいとしています。本年度の 5 年生の宿泊活動では，係活動を軸として，よりよ

い人間関係を築くための取り組みをおこないました。集団生活の在り方について迫る係，ホテルの過ご

し方について考えることで公衆道徳について迫る係など，多くの係がそれぞれの観点で仲間たちに伝え，

話し合い，宿泊活動を準備しました。当日の活動時においては，集団の前に立って食事前に淡路島特有の

食材の魅力を伝えたり，隣の部屋に迷惑をかけないように過ごそうと班のメンバーに呼びかけたりする

などしながら，宿泊活動のねらいに迫っていました。 宿泊活動から帰ってくると，自分達の成果と課題

について意見を交流しました。宿泊活動での課題を明らかにして終わらせるのではなく，これからの目

標を明確にし，日常生活の中でもよりよい人間関係を築くことにつなげています。 

さらに宿泊活動では，自然や地域の文化に親しみながら，目的地ならではの環境や特色に触れることが

できます。自然や地域の歴史・文化を直接感じ取ることで，子どもたちの視野が広がり，環境や社会への

関心が高まります。目的地での探究的な活動を通して，自ら課題を見つけ，調べ，考え，発信するといっ

た主体的な学びの姿勢を育むことをねらいとしています。本年度の 6 年生の宿泊活動では，子どもたち

は長崎大学留学生とグローバルの視点から平和を考えました。「自分には関係ない」と思いがちな国際問

題を人の暮らしやその営みから実感できるようになり，「今の自分にできることは何か」を考えようとす

る子どもも出てきました。また，多様な国籍・宗教・文化などの異なる価値観をもつ人々と共に生きるた

めの対話の重要性について気づく子どもも多くみられました。「言葉が違っても仲良くなれる」，「考え方
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が違っても協力できる」ということを体験的に知り，違いを否定せず受け入れる力を育むことができま

した。長崎での宿泊活動を終え，長崎での学びをふりかえるとともに，長崎での学びをさらに広げるため

に「世界と自分をつなぐ」「違いと共生を考える」「さらに人の思いに触れる」「今後の自分の行動につな

げる」，この 4 つの視点から各自が探究テーマを設定し，学びを続けています。 

このように宿泊活動は，自然や文化に親しみ，探究的に学び，仲間とともに成長するための貴重な教育

活動です。そして，学校懇談会でもお話しさせていただいたように，現在のなかよし班をよりよくするた

めに，次年度より，宿泊活動に 4～6 年生のなかよし班で行うリーダーズキャンプを加えます。リーダー

ズキャンプでは，泊を伴うことにより，時間にゆとりをもった活動ができます。運動場で飯盒炊飯をした

り，テントを張って一緒に寝たり，そのような活動を子ども達に委ねる中で，子どもたちの関係性をより

深めていきたいと思います。また，よりよい集団生活を送るためには，集団の先頭に立つリーダーや役割

を担った人達の働きかけが重要です。しかし，それを支える仲間の言動が集団生活に大きな影響をもた

らします。一人一人が人任せにせず，他人事にせず，集団での課題をまずは自分事として受け止め，その

上で仲間と協力してその課題解決に向けた働きかけを考えることがとても大切です。この宿泊活動での

経験が，普段のなかよし班の姿にも繋がり，学校における異学年交流を充実発展させることができるは

ずです。 

宿泊活動は，子どもたちがこれまでの学校生活で培ってきた力をさらに発展させ，大きな成長の機会と

なる重要な教育活動です。特に，学校という日常の環境を離れ，校外で活動するからこそ，日々の学習で

は得がたい学びを生み出すと考えます。宿泊活動を通して，子どもたちが仲間と支え合いながら成長し

ていく姿を，保護者の皆様も一緒に温かく見守っていただけますと幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜ 1月の行事予定＞ 

 

 

日 曜 1月の行事予定 2月の主な行事予定 

1 木 元日 3 日 （火） クラブ活動⑩ 

      （3年生参加） 

7 日 （土） 研究公開Ⅱ 昼下校 

9 日 （月） 代休 

13 日 （金） 授業参観 

16 日 （月） 音楽発表会（児童） 

       学校評議委員会③ 

18 日 （水）  音楽発表会（保護者） 

 

2 金  

3 土  

4 日  

5 月  

6 火  

7 水  

8 木  

9 金 12:00下校 

10 土  

11 日  

12 月 成人の日 

13 火 12:00下校 

14 水 給食開始 

15 木  

16 金  

17 土  

18 日  

19 月 連携適性検査 5,6年休業日 給食試食会（1年生対象） 

20 火  

21 水 保護者アンケート配布 学校懇談会④ 

22 木  

23 金  

24 土  

25 日  

26 月  

27 火 新1年生懇談会 

28 水  

29 木  

30 金  

31 土  

5 月 
2024/05/17 


